
w

本
市
の
自
殺
者
の
現
状　
　
　
　
　

本
市
の
令
和
７
年
の
自
殺
者
数
は
34

人
。
人
口
10
万
人
に
対
す
る
自
殺
死
亡
率

は
20
・
９
で
、
全
国
の
自
殺
死
亡
率
15
・

３
に
比
べ
て
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割　
　
　
　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
が「
自
殺
」
と
い
う
扉（
ゲ
ー
ト
）
を
開

い
て
進
ま
な
い
よ
う
、
そ
の
扉
の
入
り
口

を
守
る
役
割（
キ
ー
パ
ー
）
を
す
る
人
の

こ
と
で「
命
の
門

番
」
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
身
近

な
人
の
様
子
や
体

調
の
変
化
に
気
付

き
、
悩
み
を
聞
く

な
ど
の
４
つ
の
行

動
で
、
適
切
な
方

向
へ
導
き
ま
す
。

①
気
付
き
・
声
掛
け

あ
な
た
の
周
り
で
S
O
S
を
発
し
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

転
勤
や
昇
進
、
結
婚
、
出
産
、
身
近
な

人
と
の
死
別
体
験
な
ど
、
生
活
の
変
化
は

悩
み
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
他
人

に
は
幸
せ
に
見
え
る
こ
と
で
も
、
本
人
に

は
大
き
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。「
最
近
元
気
が
な
い
な
」な

ど
、
変
化
に
気
付
い
て
声
を
か
け
ま
し
ょ

う
。

②
傾
聴

相
手
の
悩
み
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け

ま
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
、
本
人
の
気
持

ち
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
う
な
ず
く
だ
け

で
十
分
で
す
。
ま
ず
は
、
相
手
の
つ
ら
い

気
持
ち
を
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。
話
し
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
つ
ら
い
思
い
を

し
て
き
た
こ
と
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

③
つ
な
ぎ

必
要
な
場
合
は
専
門
機
関
を
紹
介
し
、

相
談
す
る
よ
う
に
勧
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の

際
は
、
一
方
的
に
押
し
つ
け
ず
、
相
談
に

行
き
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
必
要
で

あ
れ
ば
一
緒
に
付
き
添
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

④
見
守
り

つ
ら
い
気
持
ち
を
抱
え
、
孤
独
感
を
募

ら
せ
て
い
る
人
に
と
っ
て
、「
見
守
ら
れ

て
い
る
」
と
い
う
安
心
感
は
心
の
支
え
に

な
り
ま
す
。
悩
み
は
一
度
に
は
解
決
で
き

ま
せ
ん
。
専
門
機
関
に
つ
な
い
だ
後
も
温

か
く
見
守
り
、
回
復
を
支
え
ま
し
ょ
う
。

な
り
ま
せ
ん
か「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

　

市
で
は
毎
年
、
市
民
向
け
に
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
人
の
悩
み
に
気
付
き
、
支
え
る
こ

と
の
で
き
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
】

◉
日
時　
９
月
８
日
㈫　
14
時
～

◉
定
員　
20
人　
※
申
し
込
み
順

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
を
始
め
ま
す
！

市
で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
自
殺
予
防

週
間
や
３
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合

わ
せ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
窓
口
を
新

た
に
設
置
し
ま
す
。

悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
と
き
、
誰
か
に

話
す
こ
と
で
心
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
電
話
を
か
け
る
の
は
緊
張
す
る
」、

「
家
族
や
同
居
人
に

話
を
聞
か
れ
た
く
な

い
」
と
い
う
人
も
安

心
し
て
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
者　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

し
て
い
る
人

◉
開
設
期
間

・
自
殺
予
防
週
間（
９
月
10
日
～
16
日
）

・
自
殺
対
策
強
化
月
間（
３
月
）

◉
相
談
時
間　
18
時
～
23
時（
相
談
受
付

時
間
は
22
時
30
分
ま
で
）

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

命
の
大
切
さ
や
、命
の
門
番
と
な
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　
障
が
い
福
祉
課　
☎
36
－
８
７
１
５

こ
の
他
に
も「
こ
こ
ろ
の
相
談
窓

口
」
一
覧
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
か
ら
16
日
は「
自
殺
予
防
週
間
」

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

生
き
る
こ
と
を
支
え
る 家

庭
の
事
情
な
ど
に
よ
り
進
学
や
就
職

が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る「
ふ

る
さ
と
育
成
協
議
会
」。
子
ど
も
た
ち
に

働
き
な
が
ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
平
成
29
年
１
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
に
は
現
在
20
社
が
参
加
し
て
い

て
、
市
内
企
業
を
中
心
に
、
建
設
業
や
製

造
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
民
間
企
業
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
務
局
は
創
宮
株
式
会
社（
山
之
口
町
）

に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
企
業
を
つ
な
ぐ

橋
渡
し
の
役
割
を
担
っ
て
い
て
、
こ
れ
ま

で
に
支
援
を
受
け
た
８
人
が
修
了
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
同
協
議
会
は
、
就
労
の
み
を
希

望
す
る
子
ど
も
た
ち
に
社
会
人
と
し
て
の

知
識
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
支
援
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

【
進
学
支
援
コ
ー
ス
】

地
元
企
業
で
働
き
な
が
ら
高
校
に
進
学

し
、
卒
業
後
の
進
路
は
勤
務
継
続
や
他
社

こ
れ
ま
で
１
０
０
件
以
上
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
電
話
相
談
の
ほ
か
、

同
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
相
談
で
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
育
成
協
議
会
事
務
局（
創
宮

株
式
会
社
内
）

☎
57
－
２
１
７
２

事
務
局
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
０
－
４
５
８
２
－
８
０
２
２ 

※�

月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）
の
８
時
～

17
時

「学びたい！ 働きたい！」
子どもの進学・就労を　
支援します！　

ふ
る
さ
と
育
成
協
議
会
と
は

支
援
内
容

就
職
な
ど
を
選
択
で
き
ま
す
。

・�

定
時
制
・
通
信
制
高
校
の
学
費
を
企
業

が
負
担（
年
額
２
万
円
程
度
）

・�

正
社
員
と
し
て
雇
用
し
、
社
会
人
と
し

て
の
マ
ナ
ー
を
教
育
し
な
が
ら
、
規
則

正
し
い
環
境
の
中
で
進
学
・
就
職
を
支

援◉
就
業
時
間　
８
時
～
16
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
完
全
休
日

◉
給
与
　
13
万
８
千
円
～
（
社
会
保
険
料

含
む
）　
※
勤
務
日
数
に
よ
り
変
動

【
就
職
支
援
コ
ー
ス
】

各
企
業
で
正
社
員
と
し
て
働
き
、
社
会

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
学
び
な
が
ら
、
高

等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
な
ど
に
挑
戦

し
ま
す
。

◉
就
業
時
間　
１
日
８
時
間

※
各
企
業
の
就
業
規
則
に
準
じ
る

◉
給
与　
15
万
７
千
円
～
（
社
会
保
険
料

含
む
）　
※
勤
務
日
数
に
よ
り
変
動

◉
対
象  

16
～
19
歳

事
務
局
と
１
次
面
接
を
行
い
、
支
援
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
企
業
を
訪
問

問
・
見
学
し
、
希
望

す
る
企
業
で
２
次
面

接
を
行
い
、
採
用
の

有
無
が
判
断
さ
れ
ま

す
。 採

用
ま
で
の
流
れ

相
談
窓
口

　本協議会では、子どもたちの働く場を提供し、進
学を支援する企業が重要な役割を担っています。同
協議会では、仕事や学業に励む子どもたちを支援し
ていただける企業を募集しています。ぜひ協議会事
務局まで問い合わせください。

参加企業を募集中！

ふるさと育成協議会では、中学校卒業者などの高校進学や就労を支
援しています。今回は、支援内容などについて紹介します。
	 ◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23‒7161
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